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 2019/4/17（WED） 

ＳＤＡ 

第 22回ＳＤＡセーフティコンテスト実施要領（案）  

全日本デリバリー業安全運転協議会・自動車安全運転センター共催、茨城県警察本部・一般財団

法人全日本交通安全協会後援の『第22回ＳＤＡセーフティコンテスト』について下記のとおり実施

要領（案）をお送りいたします。 

記 

◆開催目的   ＳＤＡ会員各社に勤務する従業員の安全運転意識と技能の向上を図る。 

◆会  場   自動車安全運転センター 安全運転中央研修所（茨城県ひたちなか市） 

 

◆大会日程   ２０１９年９月７日（土） 

08：45～09：15 受付（附属交通公園講堂脇建物） 

09：20～09：40 開会式（附属交通公園講堂） 

09：45～10：05 安全運転知識学科競技（説明5分、競技15分。附属交通公園講堂） 

10：15～12：15 法規走行競技（第1基本訓練コース）・車両点検競技（車両棟） 

12：15～13：00 昼食（食堂にて喫食。移動時間を含む） 

13：10～15：20 中低速車両感覚走行競技（自由訓練2コース）・法規走行競技及び車両点検競 

技のレビュー（第1基本訓練コース） 

15：20～15：50 採点・集計 

15：50～16：20 表彰式（附属交通公園講堂） 

16：20～16：30 閉会式（附属交通公園講堂） 

 

◆競技内容    

安全運転知識学科競技（25問）、法規走行競技、車両点検競技、中低速車両感覚走行競技 

 

◆競技車両   原動機付三輪車【ホンダ ジャイロＸ ４サイクル、ボックスなし】 

        ㈱フォーシーズさんから借用する。 

 

◆参加資格     ＳＤＡ会員各社【正会員、賛助会員】の推薦する優秀なドライバーで、過去に 

個人総合優勝をしていない者。 

◆参加費用     30,000円／1名【前泊選手の宿泊費及び食事代込（消費税は頂きません）】 

 

◆表   彰  ■法規部門   １位～３位（メダル及び副賞授与） 

■課題走行部門 １位～３位（メダル及び副賞授与） 

■新人部門   １位～３位（メダル及び副賞授与） 

■女性部門      １位（メダル及び副賞授与） 

■個人総合   １位～６位（メダル及び副賞授与） 

       ■団体総合   １位～３位（優勝チームには優勝旗・優勝杯、３位まで賞状授与）         
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◆大会実行委員（敬称略） 

 阿部重明（㈱フォーシーズ） 奧山雅美（㈱ストロベリーコーンズ） 佐藤永一（㈱壱番屋） 

佐藤眞一（㈱ライドオンエクスプレス） 村川淳一・淺原昭夫（ＳＤＡ事務局） 

 

◆大会運営スタッフ：会員各社代表等（実行委員を含む）約15名  

      

◆調整会議及び実行委員ミーティング 

調整会議：第 1 回 4/16（自安センター本部）、第 2 回 7 月（中央研修所）。 

実行委員ミーティング：定例会議終了後に実施。第 1 回 5/17、第 2 回 7/19、第 3 回 8/23。    

      

◆採点の優先順位 

 ①法規走行部門（競技、学科、点検の順）、②課題走行部門、③参加回数の少ない者、④年齢の上

の者（生年月日の古い者）の順。 

 

◆女性選手へのハンディ・タイムの付与 

 第20回大会では、『中低速車両感覚走行競技』において、女性の平均タイムが36.796秒であり、男

性の平均タイムが25.083秒であったので、その差11.713秒を第21回大会のハンディ・タイムとして付

与した。第21回大会では、女性の平均タイムが42.087秒、男性の平均タイムが26.035秒で、その差は

16.052秒となった。したがって、第22回大会のハンディ・タイムは2大会の平均をとり、（11.713秒＋

16.052秒）/2＝13.883秒として付与したい。 

◆学科競技には、交通標識の問題も出題される。 

◆点検競技では、タイヤゲージは使用しない。 

 

◆サンドイッチ等の喫食 

 15：20～15：50の採点・集計中及び15：50～16：20の表彰式中は、会場にサンドイッチ等の軽食と

飲み物を準備する。 

 

◆人員輸送                   

茨城交通路線型借上バスによる。 

 上野07：00発・勝田08：16着「ひたち1号」乗車を前提に、勝田駅東口4番乗場発08：25、交通公園

着08：45予定で1両。大会終了後は、勝田駅発17：21「ひたち22号」乗車を前提に、交通公園発16：

50、勝田駅東口着17：10予定で2両。 

 

◆中研への荷物の前送時は、必ず「附属交通公園 上原厚美様」と明記されたい。    

 

 

以 上 


